


１．許　可　申　請　の　概　要
　（１）工場の概要

工 場 又 は

事 業 場 の UBE株式会社  宇部ケミカル工場 西地区

名 称

所 在 地 山口県宇部市大字小串１９７８の６

業 種 化学工業 従 業 員 数 567 人

主 要 製 品 名 カプロラクタム、ポリアミド系樹脂、硫安

番号 変更前 廃止 当該申請 変更後

27-ﾇ 廃ガス洗浄施設 2基 2基
特 定 施 設 27-ﾙ 湿式集じん施設 1基 1基

33-ｲ 縮合反応施設 63基 63基
（ 番 号 ・ 名 33-ﾊ 遠心分離機 13基 13基

33-ﾆ 静置分離器 12基 12基
称 ・ 基 数 ） 33-ﾘ 廃ガス洗浄施設 27基 27基

33-ﾛ 水洗施設 22基 22基
46-ｲ 水洗施設 3基 3基
46-ﾛ ろ過施設 1基 1基
46-ﾆ 廃ガス洗浄施設 10基 10基
74 好気性廃水処理装置 1基 1基
74 水の処理施設 1基 1基

71の4-イ 汚泥の脱水施設 1基 1基
71の4-イ 汚泥の焼却施設 1基 1基

１５-ｲ 1基 1基
１５-ﾛ 1基 1基

160基 0基 0基 160基

排 水 量 通 常 (変更前) 最 大 (変更前) 62,011.7

(変更後) (変更後) 62,075.7

ｍ 3 ／ 日 ｍ 3 ／ 日

(変更前) (変更後) (増減)

排 水 量 及 び 62011.7 62075.7 64.00

852.36 853.00 0.64
負 荷 量 810.05 810.05 0.00

578.04 578.95 0.91
の 増 減 7.37 7.17 -0.20

369.8 369.8 0.00

排 水 処 理 　前処理施設（活性汚泥法）　　　 1基

　脱窒処理装置（活性汚泥法）　　　 1基

施 設 の 種 類 　好気性廃水処理装置（活性汚泥法） 1基

  中和槽 ８基

及 び 数 　汚泥焼却炉 １基

　活性炭吸着法汚水処理装置 ４基
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名称

廃ガス洗浄施設(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ) （焼却施設の一部）

湿式集じん施設(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ) （焼却施設の一部）

52412.7

52,463.7

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類負荷量(pg-TEQ/日)

Ｔ－Ｐ負荷量  (kg/日)

Ｔ－Ｎ負荷量  (kg/日)

ＳＳ負荷量    (kg/日)

ＣＯＤ負荷量  (kg/日)
排水量        (m

3
/日)



(2) 特定施設の設置（変更）の理由及び概要

　特定施設の設置（変更）はありません。

(3) 排水口における排出水の汚染状態及び量が減少（変らず）の場合は理由

NO.３排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 45084.9 45245.9 161.0 ｍ
3
/日 増加

ＣＯＤ負荷量 716.39 719.08 2.69 kg/日 増加
ＣＯＤ濃度 15.89 15.89 0.00 mg/L 変わらず

窒素負荷量 518.48 520.42 1.94 kg/日 増加
窒素濃度 11.50 11.50 0.00 mg/L 変わらず
燐負荷量 6.31 6.33 0.02 kg/日 増加

燐濃度 0.140 0.140 0.00 mg/L 変わらず
NO.５排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 10251.6 10262.6 11.0 ｍ
3
/日 増加

ＣＯＤ負荷量 117.39 117.50 0.11 kg/日 増加
ＣＯＤ濃度 11.451 11.450 -0.001 mg/L 減少

窒素負荷量 51.26 51.31 0.05 kg/日 増加
窒素濃度 5.0 5.0 0.0 mg/L 変わらず
燐負荷量 0.51 0.51 0.00 kg/日 変わらず

燐濃度 0.05 0.05 0.00 mg/L 変わらず
NO.１排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 6567.2 6567.2 0.0 ｍ
3
/日 変わらず

ＣＯＤ負荷量 16.42 16.42 0.00 kg/日 変わらず
ＣＯＤ濃度 2.5 2.5 0.0 mg/L 変わらず

窒素負荷量 7.22 7.22 0.00 kg/日 変わらず
窒素濃度 1.1 1.1 0.0 mg/L 変わらず
燐負荷量 0.33 0.33 0.00 kg/日 変わらず

燐濃度 0.05 0.05 0.00 mg/L 変わらず
NO.１３排水口 変更前 変更後 差異 増減

排水量 108.0 0.0 -108.0 ｍ
3
/日 減少

ＣＯＤ負荷量 2.16 0.00 -2.16 kg/日 減少
ＣＯＤ濃度 20.0 0.0 -20.0 mg/L 減少

窒素負荷量 1.08 0.00 -1.08 kg/日 減少
窒素濃度 10.0 0.0 -10.0 mg/L 減少
燐負荷量 0.22 0.00 -0.22 kg/日 減少

燐濃度 2.00 0.00 -2.00 mg/L 減少
合計 変更前 変更後 差異 増減

排水量 62011.7 62075.7 64.0 ｍ
3
/日 増加

ＣＯＤ負荷量 852.36 853.00 0.64 kg/日 増加
ＣＯＤ濃度 13.7 13.7 0.0 mg/L 変わらず

窒素負荷量 578.04 578.95 0.91 kg/日 増加
窒素濃度 9.3 9.3 0.0 mg/L 変わらず
燐負荷量 7.37 7.17 -0.20 kg/日 減少

燐濃度 0.12 0.12 0.00 mg/L 変わらず
注） 負荷量(kg/日)=最大排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10-3
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宇部ケミカル工場に宇部電子工業部材工場を統合し、旧宇部電子工業部材工場から排出
される特定排水はNo13排水口に排出していますが、No13排水口には自動分析計の設置が
なく１日３回の手動分析を実施している為、特定排水の排出をNo13排水口からNo3排水口
へ変更し、自動分析計を通して排出できるようにします。
・第２ナイロン12工場に設置してあります浄化槽(10人槽)を老朽化により5人槽浄化槽に更
新します。これに伴い宇部ケミカル工場西地区全体の浄化槽の排水量を見直しました。



２． 施行規則第４条第１項の規定に関する事項

   (1)  工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数

ア  排水口の位置 添付第  １  図のとおり

イ  排水口の数 変更前 13 ヵ所 （内 9ヵ所は雨水のみ）
変更後 13 ヵ所 （内 10ヵ所は雨水のみ）

ウ  排水系統及び水系図の略図 添付第  ２ 図のとおり

  ( 例 )

    ○○工程→××排水処理施設→№１排水口→△△川→瀬戸内海（ ◎◎湾 ）

    生活排水

    冷 却 水    №２排水口

(2)  工場又は事業場の排水口の周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る環境基

  準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項

  ア  水質汚濁に係る環境基準

    (ア)  人の健康に係る環境基準

項目 カドミウム 全シアン 鉛
六価

クロム
ヒ素 総水銀

アリキル
水銀

ポリ塩化
ビフェニ

ル

ジクロロ
メタン

0.003 検出さ 0.01 0.02 0.01 0.0005 検出さ 検出さ 0.02
mg/L れない mg/L mg/L mg/L mg/L れない れない mg/L
以下 こと  以下 以下 以下 以下 こと  こと  以下

項目
四塩化
炭素

1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-
ジクロロ
ｴﾁﾚﾝ

1,1,1-
ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

1.1.2-
ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

1.3-ｼﾞｸ
ﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.002 0.004 0.1 0.04 1 0.006 0.01 0.01 0.002
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L
以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

項目 チウラム
ｼﾏｼﾞﾝ
(CAT)

ﾁｵﾍﾟﾝｶﾙ
ﾌﾟ(ﾍﾟﾝﾁｵ

ｶｰﾌﾟ)
ベンゼン セ レ ン ほう素 ふっ素

硝酸性窒素
及び亜硝酸
性 窒 素

1,4ジオキ
サン

0.006 0.003 0.02 0.01 0.01 1 0.8 10 0.05
mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L
以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下
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基

準

値

基

準

値

基

準

値

↑ ↑



(イ)  生活環境に係る環境基準

ＵＤ－11 ＵＤ－12

C、Ⅲ C、Ⅲ

水 素 イ オ ン 濃 度 (  ｐＨ  ) 7.0 ～ 8.3 7.0 ～ 8.3

生物化学的酸素要求
量

( ＢＯＤ ) mg/L － －

化 学 的 酸 素 要 求 量 ( ＣＯＤ ) mg/L 8以下 8以下

浮 遊 物 質 量 (  ＳＳ  ) mg/L － －

溶 存 酸 素 量 (  ＤＯ  ) mg/L 2以上 2以上

大 腸 菌 数 － －

n-ヘキサン抽出物質
量

mg/L － －

全 窒 素 mg/L 0.6以下 0.6以下

全 燐 mg/L 0.05以下 0.05以下

   イ  その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標
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CFU/100mL

排出先の河川・海域名 宇部･小野田海域

環境基準点

環境基準類型

基

準

値



(3)  工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排

     出水の１日当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量
( 1/2 )

区  分 負 荷 量 の

項  目 通 常 最 大 ※ 負 荷 量 通 常 最 大 ※ 負 荷 量 増 減

排水量   m
3
/日 41,416.7 45,084.9 41,546.7 45,245.9

6 6
7.6 ～ 7.6 ～

9 9

№３排水口

生物化学的酸
素要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要
求量　　　（COD)

15.9 44.0 716.39 15.9 44.0 719.08 +2.69

浮遊物質量
　　　　　　（SS)

16.0 25.0 721.79 16.0 25.0 723.41 +1.62

全　　窒　　素
　　　　　（T-N)

11.5 53.0 518.48 11.5 53.0 520.42 +1.94

全　　　　　燐
　　　　（T－P)

0.14 0.3 6.31 0.14 0.3 6.33 +0.02

ダイオキシン類 8.2 10.0 369.81 8.2 10.0 369.81 ±0.00

排水量   m
3
/日 9,538.8 10,251.6 9,547.8 10,262.6

6 6
7.5 ～ 7.5 ～

9 9

№５排水口

生物化学的酸
素要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要
求量　　　（COD)

11.5 45.0 117.39 11.4 45.0 117.500 +0.11

浮遊物質量
　　　　　　（SS)

5.9 25.0 60.37 5.9 25.0 60.37 ±0.00

全　　窒　　素
　　　　　（T-N)

5.0 50.0 51.26 5.0 50.0 51.31 +0.05

全　　　　　燐
　　　　（T－P)

0.05 0.3 0.51 0.05 0.3 0.51 ±0.00

※ 負荷量(kg/日)＝最大排水量(ｍ3/日)×通常水質(mg/L)×10-3
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水素イオン濃度
　　　　（ｐH)

排水口
番号又は
名　　称

現　　　　　状 設置（変更）後

水素イオン濃度
　　　　（ｐH)



(3)  工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排

     出水の１日当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量
( 2/2 )

区  分 負 荷 量 の

項  目 通 常 最 大 負 荷 量 通 常 最 大 負 荷 量 増 減

排水量   m
3
/日 1,369.2 6,567.2 1,369.2 6,567.2

6 6
7 ～ 7 ～

9 9

№１排水口

生物化学的酸
素要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要
求量　　　（COD)

2.5 5.0 16.42 2.5 5.0 16.42 ±0.00

浮遊物質量
　　　　　　（SS)

4.0 25.0 26.27 4.0 25.0 26.27 ±0.00

全　　窒　　素
　　　　　（T-N)

1.1 4.0 7.22 1.1 4.0 7.22 ±0.00

全　　　　　燐
　　　　（T－P)

0.05 0.1 0.33 0.05 0.1 0.33 ±0.00

排水量   m
3
/日 88.0 108.0 0.0 0.0

6
7 ～ － －

8

№１3排水口

生物化学的酸
素要求量（BOD)

－ － － － － － －

化学的酸素要
求量　　　（COD)

20.0 40.0 2.16 － － 0.00 -2.16

浮遊物質量
　　　　　　（SS)

15.0 25.0 1.62 － － 0.00 -1.62

全　　窒　　素
　　　　　（T-N)

10.0 20.0 1.08 － － 0.00 -1.08

全　　　　　燐
　　　　（T－P)

2.00 4.0 0.22 － － 0.00 -0.22

※ 負荷量(kg/日)＝最大排水量(ｍ3/日)×通常水質(mg/L)×10-3
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排水口
番号又は
名　　称

現　　　　　状 設置（変更）後

水素イオン濃度
　　　　（ｐH)

水素イオン濃度
　　　　（ｐH)

（現状は宇
部電子No1
排水口）

※ ※



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

A－１（ｒ／３）［海域B類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
 
(mg/L)

SS
 
(mg/L)

T-N
 
(mg/L)

T-P
 
(mg/L)

DO
 
(mg/L)

第1回 11月18日 表 層 18.7 8.0 1.9 3.0 0.30 0.037 7.2

10時18分 中 層 19.1 8.1 1.9 4.0 0.24 0.034 7.1

干満の別： 満潮 水 平 均 18.9 8.1 1.9 3.5 0.27 0.036 7.2

第2回 11月18日 質 表 層 18.4 8.1 2.3 4.0 0.25 0.039 7.1

13時20分 の 中 層 19.0 8.1 1.9 4.0 0.25 0.037 6.6

干満の別： 下げ潮 現 平 均 18.7 8.1 2.1 4.0 0.25 0.038 6.9

第3回 11月18日 況 表 層 18.5 8.1 2.3 6.0 0.31 0.040 7.9

16時09分 中 層 19.3 8.1 2.2 6.0 0.29 0.038 7.7

干満の別： 干潮 平 均 18.9 8.1 2.3 6.0 0.30 0.039 7.8

18.8 8.1 2.1 4.5 0.27 0.038 7.3

2.5 4.6 0.63 0.036

A－２（２ｒ／３）［海域B類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
 
(mg/L)

SS
 
(mg/L)

T-N
 
(mg/L)

T-P
 
(mg/L)

DO
 
(mg/L)

第1回 11月18日 表 層 18.7 8.1 1.8 4.0 0.15 0.028 7.0

10時14分 中 層 19.2 8.1 1.9 5.0 0.18 0.033 7.5

干満の別： 満潮 水 平 均 19.0 8.1 1.9 4.5 0.17 0.031 7.3

第2回 11月18日 質 表 層 18.0 8.1 2.1 6.0 0.17 0.033 6.1

13時15分 の 中 層 18.6 8.1 2.1 6.0 0.17 0.037 5.6

干満の別： 下げ潮 現 平 均 18.3 8.1 2.1 6.0 0.17 0.035 5.9

第3回 11月18日 況 表 層 17.5 8.1 2.2 5.0 0.30 0.048 8.1

16時18分 中 層 18.5 8.1 2.3 6.0 0.27 0.044 8.3

干満の別： 干潮 平 均 18.0 8.1 2.3 5.5 0.29 0.046 8.2

18.4 8.1 2.1 5.3 0.21 0.037 7.1

2.1 4.3 0.30 0.033

-   7 - 1   -

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析期間名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間
　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



Ａ－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
 
(mg/L)

SS
 
(mg/L)

T-N
 
(mg/L)

T-P
 
(mg/L)

DO
 
(mg/L)

第１回 11月18日 表 層 18.2 8.1 1.7 3.0 0.14 0.028 6.9

10時11分 中 層 18.7 8.1 1.9 5.0 0.15 0.029 7.2

干満の別： 満潮 水 平 均 18.5 8.1 1.8 4.0 0.15 0.029 7.1

第２回 11月18日 質 表 層 17.9 8.1 1.8 4.0 0.15 0.029 7.4

13時36分 の 中 層 18.6 8.1 1.8 4.0 0.15 0.028 7.2

干満の別： 下げ潮 現 平 均 18.3 8.1 1.8 4.0 0.15 0.029 7.3

第３回 11月18日 況 表 層 17.5 8.1 2.2 4.0 0.25 0.038 7.7

16時30分 中 層 18.3 8.1 2.2 5.0 0.26 0.040 7.9

干満の別： 干潮 平 均 17.9 8.1 2.2 4.5 0.26 0.039 7.8

18.2 8.1 1.9 4.2 0.18 0.032 7.4

1.9 4.2 0.18 0.032

-   7 - 2   -

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

B－１（ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 18.7 8.1 2.3 4.0 0.32 0.035 6.8

9時59分 中 層 19.5 8.1 2.1 4.0 0.28 0.036 7.3

干満の別： 満潮 水 平 均 19.1 8.1 2.2 4.0 0.3 0.0 7.1

第２回 11月18日 質 表 層 18.5 8.1 1.8 4.0 0.24 0.034 7.4

13時06分 の 中 層 19.2 8.1 2.0 5.0 0.26 0.039 6.0

干満の別： 下げ潮 現 平 均 18.9 8.1 1.9 4.5 0.3 0.0 6.7

第３回 11月18日 況 表 層 18.3 8.1 2.3 5.0 0.30 0.038 7.6

16時04分 中 層 19.3 8.1 2.1 5.0 0.33 0.040 7.6

干満の別： 干潮 平 均 18.8 8.1 2.2 5.0 0.3 0.0 7.6

18.9 8.1 2.1 4.5 0.29 0.037 7.1

2.6 5.6 0.64 0.036

B－２（２ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 18.7 8.1 1.9 2.0 0.17 0.028 6.8

10時02分 中 層 19.0 8.1 1.7 3.0 0.15 0.027 7.1

干満の別： 満潮 水 平 均 18.9 8.1 1.8 2.5 0.2 0.0 7.0

第２回 11月18日 質 表 層 17.5 8.1 2.0 5.0 0.15 0.030 6.3

13時11分 の 中 層 18.2 8.1 1.9 5.0 0.16 0.031 6.8

干満の別： 下げ潮 現 平 均 17.9 8.1 2.0 5.0 0.2 0.0 6.6

第３回 11月18日 況 表 層 17.5 8.1 2.1 4.0 0.26 0.043 8.0

16時13分 中 層 18.6 8.1 2.4 4.0 0.26 0.042 8.1

干満の別： 干潮 平 均 18.1 8.1 2.3 4.0 0.3 0.0 8.1

18.3 8.1 2.0 3.8 0.19 0.034 7.2

2.1 5.3 0.30 0.033

-   7 - 3   -

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析期間名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



B－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 18.5 8.1 1.8 5.0 0.15 0.028 7.4

10時07分 中 層 19.0 8.1 2.0 8.0 0.16 0.029 7.5

干満の別： 満潮 水 平 均 18.8 8.1 1.9 6.5 0.16 0.029 7.5

第２回 11月18日 質 表 層 17.6 8.1 1.8 4.0 0.16 0.031 6.6

13時27分 の 中 層 18.5 8.1 2.1 5.0 0.17 0.034 6.4

干満の別： 下げ潮 現 平 均 18.1 8.1 2.0 4.5 0.17 0.033 6.5

第３回 11月18日 況 表 層 17.3 8.1 2.1 4.0 0.26 0.037 7.9

16時23分 中 層 18.4 8.1 2.1 5.0 0.25 0.035 0.0

干満の別： 干潮 平 均 17.9 8.1 2.1 4.5 0.26 0.036 4.0

18.2 8.1 2.0 5.2 0.19 0.032 6.0

2.0 5.2 0.19 0.032

-   7 - 4   -

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



(4)  周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変

   化の程度

ア 海    域

C－１（ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 20.0 8.1 2.0 4.0 0.38 0.036 6.6

9時56分 中 層 20.5 8.1 2.1 4.0 0.37 0.038 7.0

干満の別： 満潮 水 平 均 20.3 8.1 2.1 4.0 0.38 0.037 6.8

第２回 11月18日 質 表 層 20.2 8.1 2.2 6.0 0.62 0.035 4.9

13時02分 の 中 層 21.3 8.1 2.4 7.0 0.65 0.040 6.1

干満の別： 下げ潮 現 平 均 20.8 8.1 2.3 6.5 0.64 0.038 5.5

第３回 11月18日 況 表 層 20.5 8.1 2.2 5.0 0.44 0.033 7.2

15時59分 中 層 20.0 8.1 2.2 5.0 0.45 0.035 7.6

干満の別： 干潮 平 均 20.3 8.1 2.2 5.0 0.45 0.034 7.4

20.4 8.1 2.2 5.2 0.49 0.036 6.6

2.8 5.1 0.85 0.039

C－２（２ｒ／３）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 17.0 8.1 1.9 3.0 0.28 0.034 7.0

9時52分 中 層 19.1 8.1 2.3 3.0 0.26 0.033 7.2

干満の別： 満潮 水 平 均 18.1 8.1 2.1 3.0 0.27 0.034 7.1

第２回 11月18日 質 表 層 19.2 8.1 2.1 4.0 0.45 0.032 5.2

12時58分 の 中 層 20.2 8.1 2.1 4.0 0.53 0.033 6.6

干満の別： 下げ潮 現 平 均 19.7 8.1 2.1 4.0 0.49 0.033 5.9

第３回 11月18日 況 表 層 20.0 8.1 2.3 5.0 0.47 0.037 7.5

15時45分 中 層 20.5 8.1 2.4 5.0 0.47 0.036 7.1

干満の別： 干潮 平 均 20.3 8.1 2.4 5.0 0.47 0.037 7.3

19.3 8.1 2.2 4.0 0.41 0.034 6.8

2.4 4.8 0.52 0.036

-   7 - 5   -

採水機関名 学校法人香川学園宇部環境技術センター 分析期間名 学校法人香川学園宇部環境技術センター

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間
　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



C－３（　ｒ　地点外縁）［海域Ｂ類型］

水温(℃) ｐＨ
ＣＯＤ
  (mg/L)

SS
  (mg/L)

T-N
  (mg/L)

T-P
  (mg/L)

DO
  (mg/L)

第１回 11月18日 表 層 18.6 8.1 2.2 4.0 0.37 0.040 7.0

9時48分 中 層 19.2 8.1 2.3 5.0 0.27 0.038 7.2

干満の別： 満潮 水 平 均 18.9 8.1 2.3 4.5 0.32 0.0 7.1

第２回 11月18日 質 表 層 20.0 8.1 2.1 5.0 0.58 0.036 6.9

12時54分 の 中 層 20.1 8.1 2.3 4.0 0.51 0.033 6.0

干満の別： 下げ潮 現 平 均 20.1 8.1 2.2 4.5 0.55 0.035 6.5

第３回 11月18日 況 表 層 19.5 8.1 2.4 5.0 0.44 0.033 7.5

15時40分 中 層 19.5 8.1 2.3 5.0 0.31 0.032 7.9

干満の別： 干潮 平 均 19.5 8.1 2.4 5.0 0.38 0.033 7.7

19.5 8.1 2.3 4.7 0.41 0.035 7.1

2.3 4.7 0.41 0.035

-   7 - 6   -

測 定 点 名

採 水 年 月 日 及 び 時 間 　　　項目
区分

総 平 均

将 来 水 質



イ 河    川

水域･測定点名 ｐＨ
BＯＤ
 
(mg/L)

ＣＯＤ
 
(mg/L)

SS
 
(mg/L)

T-N
 
(mg/L)

T-P
 
(mg/L)

流量
 
(mg/L)

DO
 
(mg/L)

月 :

:

日 :

平均

月 :

:

日 :

平均

月 :

:

日 :

平均

- 8 -

将　　来　　水　　質

採水機関名 分析期間名

　　　　　　項目
区分・日時

将　　来　　水　　質

将　　来　　水　　質



ウ その他当該水域に関する事項

なし

(5)   影響範囲及び予測の方法

ア 汚濁負荷量の増加の有無 ( 有 ・ 無 ）

（ ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は、イ以下は省略する。）

イ 排出水の公共用水域での影響範囲

　添付第3図

ウ 予測の方法

ア）  海  域

(1)  新田式（ Log ( r2θ／2 )＝1.226 LogＱ＋0.086 )から求めた周辺

   公共水域の外縁までの距離（ ｒ ）は、１２７１ ｍ です。

θ＝ 1.134 拡散角度

Ｑ＝ 62075.7 ｍ 3 ／日（ 最大排水量 ）
ｒ＝ 1271 m

- ９ -



(2)  Ｑｏ      1       1

θｄｐ     Ｘ       L

   から求めた希釈率（ Ｃ ）は次のとおりです。

C(r/3 の地点）＝ 0.049

C(2r/3の地点）＝ 0.012

C( r  の地点）＝ 0.000

（ 注 ） Ｑｏ＝ 62075.7 ｍ 3
／日（ 最大排出量 ）

  θ＝ 1.134   拡散角度

  ｄ＝ 2 ｍ

  ｐ＝ 864 ｍ ／日

r 2r/3 r/3 の距離（m）

  ｘ＝ 1271.0 847.3 423.7

   L＝ 1271 ｍ （ ｒの距離 ）

(3) Ｓ′＝Ｓ1 ＋ （ Ｓ0－Ｓ1 ）・ Ｃから将来の水質を予測する。

S0＝ 排水口の排水濃度

S1＝ ｒ地点水質検査実測値

① Ａ地点

   A1 （ ｒ／３の地点 ）ｍ

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 1.9 13.7 1.9 0.0486 ＝ 2.508

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.2 13.0 4.2 0.0486 ＝ 4.599

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.18 9.3 0.18 0.0486 ＝ 0.628

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.0486 ＝ 0.036

 A2  （ ２ｒ／３の地点 ）

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 1.9 13.7 1.9 0.0124 ＝ 2.080

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.2 13.0 4.2 0.0124 ＝ 4.277

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.18 9.3 0.18 0.0124 ＝ 0.297

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.0124 ＝ 0.033

  A3 （   ｒ   の地点 ）

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 1.9 13.7 1.9 0.0000 ＝ 1.933

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.2 13.0 4.2 0.0000 ＝ 4.167

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.18 9.3 0.18 0.0000 ＝ 0.183

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.0000 ＝ 0.032
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② B地点

   B1 （ ｒ／３の地点 ）424m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.0 13.7 2.0 0.049 ＝ 2.555

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 5.2 13.0 5.2 0.049 ＝ 5.550

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.19 9.3 0.19 0.049 ＝ 0.636

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.049 ＝ 0.036

 B2  （ ２ｒ／３の地点 ）847m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.0 13.7 2.0 0.012 ＝ 2.129

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 5.2 13.0 5.2 0.012 ＝ 5.264

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.19 9.3 0.19 0.012 ＝ 0.305

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.012 ＝ 0.033

  B3 （   ｒ   の地点 ）  １２６９m1271m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.0 13.7 2.0 0.000 ＝ 1.983

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 5.2 13.0 5.2 0.000 ＝ 5.167

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.19 9.3 0.19 0.000 ＝ 0.192

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.032 0.12 0.032 0.000 ＝ 0.032

③ C地点

   C1 （ ｒ／３の地点 ）424m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.3 13.7 2.3 0.049 ＝ 2.825

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.7 13.0 4.7 0.049 ＝ 5.074

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.41 9.3 0.41 0.049 ＝ 0.847

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.035 0.12 0.035 0.049 ＝ 0.039

 C2  （ ２ｒ／３の地点 ）847m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.3 13.7 2.3 0.012 ＝ 2.409

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.7 13.0 4.7 0.012 ＝ 4.770

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.41 9.3 0.41 0.012 ＝ 0.524

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.035 0.12 0.035 0.012 ＝ 0.036

  C3 （   ｒ   の地点 ） 1271m

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ 2.3 13.7 2.3 0.000 ＝ 2.267

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ 4.7 13.0 4.7 0.000 ＝ 4.667

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ 0.41 9.3 0.41 0.000 ＝ 0.413

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ 0.035 0.12 0.035 0.000 ＝ 0.035
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イ）河    川

ＳＱ＋（ Ｓ0Ｑ0－Ｓ0′Ｑ0′）

Ｑ＋（Ｑ0－Ｑ0′）

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

    地点名（ ）

Ｓ′（ ＢＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ ＣＯＤ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（  ＳＳ  ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｎ ）＝ ＋（ － ）  ＝

Ｓ′（ Ｔ－Ｐ ）＝ ＋（ － ）  ＝

- 11 -

から将来の水質を予測すると、Ｓ′＝



(6)

(変更前) (変更後) (増減) 備考

排水量        (m
3
/日) 62011.7 62075.7 +64.0 増加

ＣＯＤ負荷量  (kg/日) 852.4 853.0 +0.64 増加

ＳＳ負荷量    (kg/日) 810.1 810.1 ±0.00 増減なし

Ｔ－Ｎ負荷量  (kg/日) 578.0 579.0 +0.91 増加

Ｔ－Ｐ負荷量  (kg/日) 7.4 7.2 -0.20 減少

369.8 369.8 ±0.00 増減なし

その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に
関して参考となるべき事項

負荷量が増減しますが、他工場を含め排水管理に努め環境への影響を最小限に抑制
します。

尚、今回の変更は排水経路のみの変更の為、実質的な負荷量の増減はありません。

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類負荷量(pg-TEQ/日)

－　１２　－



第１図
宇部ケミカル工場西地区位置図

No.13排水口

No.14排水口

No.7排水口

No.5排水口
No.4排水口
No.3排水口

No.8排水口
No.9排水口

No.10排水口

No.12排水口

No.2排水口

No.1排水口

No.11排水口



第２図 ［ 最大排水量 ］ 宇部ケミカル工場 西地区

栄川 No13排水口 前処理槽 　　　前１・２・４＋工水59.9 栄川

108 300 汚泥焼却炉 NO.1排水口 6567.2 統合更衣室 ８期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 ９期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場
1.1

廃水処理添加水 前４ {91} {92} M10:中和槽 中和槽 第四ﾗｸﾀﾑ工場 5 「111」 汚泥焼却 4.5 3.5 {276}

(77) 3.5 2.4 432 1671 前１ 50 50 {152} 45 M8 第五冷却塔 10 10 (117)

D4 D5 西好気 脱水機 ﾗｸﾀﾑ事務所 50 50 {152} 30 ﾛｽ 6567.2 <43> 宇部ｴﾑｽ(有) 4

{427} 4 中和槽 活性炭槽 脱窒処理装置 廃水処理装置 ｢50｣ 5 M8 1055 (11)(317) 15 *脱3 通常 1369.2 ﾗｳﾛﾗｸﾀﾑ工場 冷却塔 冷却塔

NaOH 4 175 3416.8 　　第３ナイロン M8 100 (151)(318) 10 *脱4 1000 139 (74) 前２ 20 15 <119>

(431) 15 宇部エムス 956 (359) M10へ

*脱１ 工水346.5 機能膜(5PF) 350 (375-379) M10へ ﾊﾞﾙｸﾅｲﾛﾝ

D2 D3 *脱２ ｢99｣ 0 24.5 (290) モノマー回収

{426} 10 中和槽 汚水処理装置 *脱３ 7 (282) ｢109｣ 2 ﾅｲﾛﾝ66工場 48 (107)

NaOH 8 *脱４ 7 (283) 12期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 400 (36)

*脱５ 3期BPDA工場 ﾌﾗｲｱｯｼｭ処理設備 10 (294) 6期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 7期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 4.5 {381} {255～266} 第三ﾅｲﾛﾝ6工場

D6 D7 チラノ開発 {171,172} 9 廃水焼却施設 240 (79) (304) 8 5 NaOH外部 2 {273} 2 {274} 10 (380) 外部委託 1 (286)

{428} 6 中和槽 活性炭槽 600 (365) {173} 9.3 東地区へ (307) 5 10 (94) 10 (97) 2 ｢99｣ M10 365 (66)

NaOH 6 120 (366) {174} 4 東好気処理 純水製造装置 (306) 39 発電所 2 ｢95｣ 2 ｢98｣ 冷却塔 樹脂技術 115 {234～237}

D1 1 ｢53｣ {175} 4.4 28 東地区へ 250 (78) NaOH 3 500 (39) 6 <382> 6 ｢51｣ 135 {185～229}

汚水処理装置 {176} 16 56.9 {216}

  ラクタムより (103) 960

(425) 20 96 1104 (104) 86 分離膜工場 ※ 食堂 第二ﾅｲﾛﾝ6工場

「429,430」 35 (105) 36.3 第四冷却塔 ｢88｣ 5 第三冷却塔 海水中継槽 ｢332｣ 1 ﾅｲﾛﾝ12工場 134 (65)

MEKO工場 (106) 73.5 <42> 1212.1 31.3 <41> 2067.7 <44> 2400 ｢56｣ 15 25 (64) {177,178,184}

{150} 4 ＊硫安として回収 (108) 2 (139) ～ (142) 113 <41> 8746.2 194 {238 53.4 {192_194}

～254,287,288,289} {205_207}

{219_224}

{310_312}

4.8 (320) 16 外部委託 計測事務所 ADA工場 純ｱﾐﾝ工場 樹脂部

25.9 (321) 3.6 東地区へ 9 ｢47｣ 56 {161} 20 60 {143} 事務所 新ＫＰ工場

21.6 (322) 4.3 *脱５ {160} 150 5040 (14) ｢46｣ 7 36 (313)

120 (323) 11.1 好気 2 (38) 190 130 (15) 400 (314)

24 (324) 21 ｢392｣ 2 Ｍ９中和槽 1 (315)

38.9 (325) 51.2 ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ事務所 (390) ～ (391) 63 2 ｢67｣

8.6 (326) 70.8 6 ｢49｣ (383) ～ (389) 12.8 好気へ モノマー回収工程（ＭＲ２）

(327) 0.9 960 ADA控室 403 (333) 40 (340) 第１冷却塔

21.6 (328) 86 PI関連製品製造設備 PI関連製品製造設備 6 ｢48｣ 35 (334) 29 (341)

｢49｣ 1 第四硫安工場 1 {267} (81) 4 {277} 0.015 外部委託 29 (335) 51 (342) 面談室

フェノールタンク 350 (24) ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ 廃止 {278} 0.015 外部委託 58 (336) 12 <45>

(360) 1 354 (63) 開発ﾔｰﾄﾞ {279} 0.015 外部委託 20 (337)
0.07 {271} ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞワニス 4 (338)

8400 (22) 0.024 {272} (316) 14 60 (339) 14.4 343

９ＳＡ 270 (23) ｢86｣ 1 11.5 (344)

341 (352) 好気 7460 (62) ２期BPDA工場 4.3 (345)

7 (353) 他事業所委託処理 8 {163,164} 好気 第三硫安工場 チラノpilot 2.9 (346)

24 (354) 42.0 14.4 {165,166} 好気 350 (20) 24 (347)

24 (355) 外部業者委託処理 24 (71) {170} 12 {159} 120 (364) 4.8 　　　　外部委託

360 (356) 4.2 (70) (71) 114 (18) 6000 チラノ重合設備

15 (357) 10.8 {167,168} (19) 280 0.1 {26}

3 {169}

 ※ ｼﾞｵｰﾙ工場
0 (34)

第２原料タンクヤード 0 (302)
5 (308) 0.1 外部委託 №５排水口 0 (361)

№３排水口 45084.9 0 (362)
0 (363)

凡例 斜数値: 排水量(m
3
/日)･･通常値 ｢　｣内: 特定排水番号・・生活排水 汚水処理施設 工 業 運 河  瀬 戸 内 海

(  )内: 特定排水番号 <  >内: 非特定排水番号 工場外で処理 (宇部･小野田海域)
{  }内: 特定排水番号･･特定施設

№３ ～ №５ 排  水  系  統  図　（修正前）

{275}
(297)(319) (112)

ｐｈ第三工場 {298-301} ｢113｣

{154}

{153} <110>

ｐｈ第四工場 S3

Ｓ４

ｐｈ第五工場

ｐｈ工場共通 M8　廃水回収中和槽

(119)～(138),(385)

第五アノン工場 ４期BPDA工場

チラノ繊維試験棟

(366)

(367) {162}

(368)

(369) ４期分離膜工場 (358)

309 10251.6

(370)

(371)

(372)

(373)

(374)

回収

回収

回収

中和槽

中和
槽



第２図 ［ 最大排水量 ］ 宇部ケミカル工場 西地区

栄川 No13排水口 前処理槽 　　　前１・２・４＋工水59.9 栄川

108 300 汚泥焼却炉 NO.1排水口 6567.2 統合更衣室 ８期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 ９期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場
1.1

廃水処理添加水 前４ {91} {92} M10:中和槽 中和槽 第四ﾗｸﾀﾑ工場 5 「111」 汚泥焼却 4.5 3.5 {276}

(77) 3.5 2.4 432 1671 前１ 50 50 {152} 45 M8 第五冷却塔 10 10 (117)

D4 D5 西好気 脱水機 ﾗｸﾀﾑ事務所 50 50 {152} 30 ﾛｽ 6567.2 <43> 宇部ｴﾑｽ(有) 4

{427} 4 中和槽 活性炭槽 脱窒処理装置 廃水処理装置 ｢50｣ 5 M8 1055 (11)(317) 15 *脱3 通常 1369.2 ﾗｳﾛﾗｸﾀﾑ工場 冷却塔 冷却塔

NaOH 4 175 3416.8 　　第３ナイロン M8 100 (151)(318) 10 *脱4 1000 139 (74) 前２ 20 15 <119>

(431) 15 宇部エムス 956 (359) M10へ

*脱１ 工水346.5 機能膜(5PF) 350 (375-379) M10へ ﾊﾞﾙｸﾅｲﾛﾝ

D2 D3 *脱２ 24.5 (290) モノマー回収

{426} 10 中和槽 汚水処理装置 *脱３ 7 (282) ｢109｣ 2 ﾅｲﾛﾝ66工場 48 (107)

NaOH 8 *脱４ 7 (283) 12期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 400 (36)

*脱５ 3期BPDA工場 ﾌﾗｲｱｯｼｭ処理設備 10 (294) 6期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 7期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 4.5 {381} {255～266} 第三ﾅｲﾛﾝ6工場

D6 D7 チラノ開発 {171,172} 9 廃水焼却施設 240 (79) (304) 8 5 NaOH外部 2 {273} 2 {274} 10 (380) 外部委託 1 (286)

{428} 6 中和槽 活性炭槽 600 (365) {173} 9.3 東地区へ (307) 5 10 (94) 10 (97) 2 ｢99｣ M10 365 (66)

NaOH 6 120 (366) {174} 4 東好気処理 純水製造装置 (306) 39 発電所 2 ｢95｣ 2 ｢98｣ 冷却塔 樹脂技術 115 {234～237}

D1 1 ｢53｣ {175} 4.4 28 東地区へ 250 (78) NaOH 3 500 (39) 6 <382> 6 ｢51｣ 135 {185～229}

汚水処理装置 {176} 16 56.9 {216}

  ラクタムより (103) 960

(425) 20 96 1104 (104) 86 分離膜工場 ※ 食堂 第二ﾅｲﾛﾝ6工場

「429,430」 35 (105) 36.3 第四冷却塔 ｢88｣ 5 第三冷却塔 海水中継槽 ｢332｣ 1 ﾅｲﾛﾝ12工場 134 (65)

MEKO工場 (106) 73.5 <42> 1212.1 31.3 <41> 2067.7 <44> 2400 ｢56｣ 15 25 (64) {177,178,184}

{150} 4 ＊硫安として回収 (108) 2 (139) ～ (142) 113 <41> 8746.2 194 {238 53.4 {192_194}

～254,287,288,289} {205_207}

{219_224}

{310_312}

4.8 (320) 16 外部委託 計測事務所 ADA工場 純ｱﾐﾝ工場 樹脂部

25.9 (321) 3.6 東地区へ 9 ｢47｣ 56 {161} 20 60 {143} 事務所 新ＫＰ工場

21.6 (322) 4.3 *脱５ {160} 150 5040 (14) ｢46｣ 7 36 (313)

120 (323) 11.1 好気 2 (38) 190 130 (15) 400 (314)

24 (324) 21 ｢392｣ 2 Ｍ９中和槽 1 (315)

38.9 (325) 51.2 ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ事務所 (390) ～ (391) 63 2 ｢67｣

8.6 (326) 70.8 6 ｢49｣ (383) ～ (389) 12.8 好気へ モノマー回収工程（ＭＲ２）

(327) 0.9 960 ADA控室 403 (333) 40 (340) 第１冷却塔

21.6 (328) 86 PI関連製品製造設備 PI関連製品製造設備 6 ｢48｣ 35 (334) 29 (341)

｢331｣ 1 第四硫安工場 1 {267} (81) 4 {277} 0.015 外部委託 29 (335) 51 (342) 面談室

フェノールタンク 350 (24) ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ 廃止 {278} 0.015 外部委託 58 (336) 12 <45>

(360) 1 354 (63) 開発ﾔｰﾄﾞ {279} 0.015 外部委託 20 (337)
0.07 {271} ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞワニス 4 (338)

8400 (22) 0.024 {272} (316) 14 60 (339) 14.4 343

９ＳＡ 270 (23) ｢86｣ 1 11.5 (344)

341 (352) 好気 7460 (62) ２期BPDA工場 4.3 (345)

7 (353) 他事業所委託処理 8 {163,164} 好気 第三硫安工場 チラノpilot 2.9 (346)

24 (354) 42.0 14.4 {165,166} 好気 350 (20) 24 (347)

24 (355) 外部業者委託処理 24 (71) {170} 12 {159} 120 (364) 4.8 　　　　外部委託

360 (356) 4.2 (70) (71) 114 (18) 6000 チラノ重合設備

15 (357) 10.8 {167,168} (19) 280 0.1 {26}

3 {169}

 ※ ｼﾞｵｰﾙ工場
0 (34)

第２原料タンクヤード 0 (302)
5 (308) 0.1 外部委託 №５排水口 0 (361)

№３排水口 45084.9 0 (362)
0 (363)

凡例 斜数値: 排水量(m
3
/日)･･通常値 ｢　｣内: 特定排水番号・・生活排水 汚水処理施設 工 業 運 河  瀬 戸 内 海

(  )内: 特定排水番号 <  >内: 非特定排水番号 工場外で処理 (宇部･小野田海域)
{  }内: 特定排水番号･･特定施設

№３ ～ №５ 排  水  系  統  図　（修正後）

{275}
(297)(319) (112)

ｐｈ第三工場 {298-301} ｢113｣

{154}

{153} <110>

ｐｈ第四工場 S3

Ｓ４

ｐｈ第五工場

ｐｈ工場共通 M8　廃水回収中和槽

(119)～(138),(385)

第五アノン工場 ４期BPDA工場

チラノ繊維試験棟

(366)

(367) {162}

(368)

(369) ４期分離膜工場 (358)

309 10251.6

(370)

(371)

(372)

(373)

(374)

回収

回収

回収

中和槽

中和
槽



第２図 ［ 最大排水量 ］ 宇部ケミカル工場 西地区

栄川 No13排水口 前処理槽 　　　前１・２・４＋工水59.9 栄川

108 300 汚泥焼却炉 NO.1排水口 6567.2 統合更衣室 ８期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 ９期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場
1.1

廃水処理添加水 前４ {91} {92} M10:中和槽 中和槽 第四ﾗｸﾀﾑ工場 5 「111」 汚泥焼却 4.5 3.5 {276}

(77) 3.5 2.4 432 1671 前１ 50 50 {152} 45 M8 第五冷却塔 10 10 (117)

D4 D5 西好気 脱水機 ﾗｸﾀﾑ事務所 50 50 {152} 30 ﾛｽ 6567.2 <43> 宇部ｴﾑｽ(有) 4

{427} 4 中和槽 活性炭槽 脱窒処理装置 廃水処理装置 ｢50｣ 5 M8 1055 (11)(317) 15 *脱3 通常 1369.2 ﾗｳﾛﾗｸﾀﾑ工場 冷却塔 冷却塔

NaOH 4 175 3416.8 　　第３ナイロン M8 100 (151)(318) 10 *脱4 1000 139 (74) 前２ 20 15 <119>

(431) 15 宇部エムス 956 (359) M10へ

*脱１ 工水346.5 機能膜(5PF) 350 (375-379) M10へ ﾊﾞﾙｸﾅｲﾛﾝ

D2 D3 *脱２ 24.5 (290) モノマー回収

{426} 10 中和槽 汚水処理装置 *脱３ 7 (282) ｢109｣ 2 ﾅｲﾛﾝ66工場 48 (107)

NaOH 8 *脱４ 7 (283) 12期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 400 (36)

*脱５ 3期BPDA工場 ﾌﾗｲｱｯｼｭ処理設備 10 (294) 6期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 7期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 4.5 {381} {255～266} 第三ﾅｲﾛﾝ6工場

D6 D7 チラノ開発 {171,172} 9 廃水焼却施設 240 (79) (304) 8 5 NaOH外部 2 {273} 2 {274} 10 (380) 外部委託 1 (286)

{428} 6 中和槽 活性炭槽 600 (365) {173} 9.3 東地区へ (307) 5 10 (94) 10 (97) 2 ｢99｣ M10 365 (66)

NaOH 6 120 (366) {174} 4 東好気処理 純水製造装置 (306) 39 発電所 2 ｢95｣ 2 ｢98｣ 冷却塔 樹脂技術 115 {234～237}

D1 1 ｢53｣ {175} 4.4 28 東地区へ 250 (78) NaOH 3 500 (39) 6 <382> 6 ｢51｣ 135 {185～229}

汚水処理装置 {176} 16 56.9 {216}

  ラクタムより (103) 960

(425) 20 96 1104 (104) 86 分離膜工場 ※ 食堂 第二ﾅｲﾛﾝ6工場

「429,430」 35 (105) 36.3 第四冷却塔 ｢88｣ 5 第三冷却塔 海水中継槽 ｢332｣ 1 ﾅｲﾛﾝ12工場 134 (65)

MEKO工場 (106) 73.5 <42> 1212.1 31.3 <41> 2067.7 <44> 2400 ｢56｣ 15 25 (64) {177,178,184}

{150} 4 ＊硫安として回収 (108) 2 (139) ～ (142) 113 <41> 8746.2 194 {238 53.4 {192_194}

～254,287,288,289} {205_207}

{219_224}

{310_312}

4.8 (320) 16 外部委託 計測事務所 ADA工場 純ｱﾐﾝ工場 樹脂部

25.9 (321) 3.6 東地区へ 9 ｢47｣ 56 {161} 20 60 {143} 事務所 新ＫＰ工場

21.6 (322) 4.3 *脱５ {160} 150 5040 (14) ｢46｣ 7 36 (313)

120 (323) 11.1 好気 2 (38) 190 130 (15) 400 (314)

24 (324) 21 ｢392｣ 2 Ｍ９中和槽 1 (315)

38.9 (325) 51.2 ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ事務所 (390) ～ (391) 63 2 ｢67｣

8.6 (326) 70.8 6 ｢49｣ (383) ～ (389) 12.8 好気へ モノマー回収工程（ＭＲ２）

(327) 0.9 960 ADA控室 403 (333) 40 (340) 第１冷却塔

21.6 (328) 86 PI関連製品製造設備 PI関連製品製造設備 6 ｢48｣ 35 (334) 29 (341)

｢331｣ 1 第四硫安工場 1 {267} (81) 4 {277} 0.015 外部委託 29 (335) 51 (342) 面談室

フェノールタンク 350 (24) ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ 廃止 {278} 0.015 外部委託 58 (336) 12 <45>

(360) 1 354 (63) 開発ﾔｰﾄﾞ {279} 0.015 外部委託 20 (337)
0.07 {271} ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞワニス 4 (338)

8400 (22) 0.024 {272} (316) 14 60 (339) 14.4 343

９ＳＡ 270 (23) ｢86｣ 1 11.5 (344)

341 (352) 好気 7460 (62) ２期BPDA工場 4.3 (345)

7 (353) 他事業所委託処理 8 {163,164} 好気 第三硫安工場 チラノpilot 2.9 (346)

24 (354) 42.0 14.4 {165,166} 好気 350 (20) 24 (347)

24 (355) 外部業者委託処理 24 (71) {170} 12 {159} 120 (364) 4.8 　　　　外部委託

360 (356) 4.2 (70) (71) 114 (18) 6000 チラノ重合設備

15 (357) 10.8 {167,168} (19) 280 0.1 {26}

3 {169}

 ※ ｼﾞｵｰﾙ工場
0 (34)

第２原料タンクヤード 0 (302)
5 (308) 0.1 外部委託 №５排水口 0 (361)

№３排水口 45084.9 0 (362)
0 (363)

凡例 斜数値: 排水量(m
3
/日)･･通常値 ｢　｣内: 特定排水番号・・生活排水 汚水処理施設 工 業 運 河  瀬 戸 内 海

(  )内: 特定排水番号 <  >内: 非特定排水番号 工場外で処理 (宇部･小野田海域)
{  }内: 特定排水番号･･特定施設

№３ ～ №５ 排  水  系  統  図　（変更前）

{275}
(297)(319) (112)

ｐｈ第三工場 {298-301} ｢113｣

{154}

{153} <110>

ｐｈ第四工場 S3

Ｓ４

ｐｈ第五工場

ｐｈ工場共通 M8　廃水回収中和槽

(119)～(138),(385)

第五アノン工場 ４期BPDA工場

チラノ繊維試験棟

(366)

(367) {162}

(368)

(369) ４期分離膜工場 (358)

309 10251.6

(370)

(371)

(372)

(373)

(374)

回収

回収

回収

中和槽

中和
槽



第２図 №３ ～ №５ 排  水  系  統  図　（変更後） ［ 最大排水量 ］ 宇部ケミカル工場 西地区

栄川 No13排水口 前処理槽 　　　前１・２・４＋工水59.9 栄川

0 300 汚泥焼却炉 NO.1排水口 6567.2 統合更衣室 ８期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 ９期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場
1.1

廃水処理添加水 前４ {91} {92} M10:中和槽 中和槽 第四ﾗｸﾀﾑ工場 第五冷却塔 5 「111」 汚泥焼却 4.5 3.5 {276}

(77) 3.5 2.4 432 1671 前１ 50 50 {152} 45 M8 6567.2 <43> 10 10 (117)

D4 D5 西好気 脱水機 ﾗｸﾀﾑ事務所 50 50 {152} 30 ﾛｽ 通常 1369.2 宇部ｴﾑｽ(有) 2

{427} 4 中和槽 活性炭槽 脱窒処理装置 廃水処理装置 ｢50｣ 10 M8 1055 (11)(317) 15 *脱3 1000 ﾗｳﾛﾗｸﾀﾑ工場 冷却塔 冷却塔

NaOH 4 175 3416.8 　　第３ナイロン M8 100 (151)(318) 10 *脱4 139 (74) 前２ 20 15 <119>

(431) 15 宇部エムス 2 ｢446｣ 第３フレーク西 956 (359) M10へ

*脱１ 工水346.5 7 ｢444｣ 350 (375-379) M10へ ﾊﾞﾙｸﾅｲﾛﾝ モノマー回収

D2 D3 *脱２ 7 (282) 24.5 (290) 48 (107)

{426} 10 中和槽 汚水処理装置 *脱３ 7 (283) 機能膜(5PF) 7期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 ﾅｲﾛﾝ66工場

NaOH 8 *脱４ 10 (294) ｢109｣ 4 2 {274} 12期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 400 (36) 第三ﾅｲﾛﾝ6工場

*脱５ 3期BPDA工場 ﾌﾗｲｱｯｼｭ処理設備 5 NaOH 10 (97) 4.5 {381} {255～266} 2 ｢450｣

D6 D7 チラノ開発 {171,172} 9 廃水焼却施設 240 (79) (304) 8 6期ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ工場 6 ｢98｣ 10 (380) 外部委託 1 (286)

{428} 6 中和槽 活性炭槽 600 (365) {173} 9.3 東地区へ (307) 5 発電所 外部 2 {273} 2 ｢99｣ M10 365 (66)

NaOH 6 120 (366) {174} 4 東好気処理 純水製造装置 (306) 39 500 (39) 10 (94) 冷却塔 115 {234～237}

D1 1 ｢53｣ 業者詰所 {175} 4.4 28 東地区へ 250 (78) NaOH 3 5 ｢447｣ 2 ｢95｣ 1 6 <382> 10 ｢51｣ 2 ｢452｣
汚水処理装置 2 {176} 16 5 ｢448｣ 135 {185～229}

  ラクタムより (103) 960 56.9 {216}

(425) 20 96 1104 (104) 86 分離膜工場 ※ 食堂 ﾅｲﾛﾝ12工場

「429,430」 35 (105) 36.3 第四冷却塔 ｢88｣ 2 第三冷却塔 海水中継槽 ｢332｣ 1 25 (64) 第二ﾅｲﾛﾝ6工場

MEKO工場 ｢445｣ (106) 73.5 <42> 1212.1 31.3 <41> 2067.7 <44> 2400 ｢56｣ 15 194 {238 134 (65)

{150} 4 ＊硫安として回収 ｢108｣ 1 (139) ～ (142) 113 <41> 8746.2 1 ｢449｣ ～254,287,288,289} {177,178,184}

4 ｢437｣ 53.4 {192_194}

{205_207}

中央変電室下 {219_224}

4.8 (320) 16 外部委託 10 ｢47｣ ADA工場 純ｱﾐﾝ工場 {310_312}

25.9 (321) 3.6 東地区へ 56 {161} 20 60 {143} 樹脂事務所 5 ｢438｣

21.6 (322) 4.3 ポリイミド試験室 *脱５ {160} 150 5040 (14) ｢46｣ 5
120 (323) 11.1 1 ｢440｣ 好気 2 (38) 190 130 (15) 新ＫＰ工場

24 (324) 21 ｢392｣ 2 36 (313)

38.9 (325) 51.2 ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ事務所 (390) ～ (391) 63 Ｍ９中和槽 400 (314)

8.6 (326) 70.8 10 ｢49｣ (383) ～ (389) 12.8 好気へ モノマー回収工程（ＭＲ２） 1 (315)

(327) 0.9 960 南門前 403 (333) 40 (340) 2 ｢67｣

21.6 (328) 86 PI関連製品製造設備 PI関連製品製造設備 6 ｢48｣ 35 (334) 29 (341)

｢331｣ 1 5 第四硫安工場 1 {267} (81) 4 {277} 0.015 外部委託 29 (335) 51 (342) 第１冷却塔

フェノールタンク 350 (24) ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ 1 ｢439｣ {278} 0.015 外部委託 58 (336)

(360) 1 354 (63) 開発ﾔｰﾄﾞ {279} 0.015 外部委託 20 (337) 面談室
0.07 {271} ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞワニス 4 (338) 8 ｢45｣

8400 (22) 0.024 {272} (316) 14 60 (339)

９ＳＡ 270 (23)

341 (352) 好気 7460 (62) ２期BPDA工場 第三硫安工場 14.4 343

7 (353) 他事業所委託処理 8 {163,164} 好気 350 (20) チラノpilot 11.5 (344)

24 (354) 42.0 14 {165,166} 好気 {159} 120 4.3 (345)

24 (355) 外部業者委託処理 24 (71) {170} 12 (18) 6000 (364) 4.8 2.9 (346)

360 (356) 4.2 (70) (71) 114 (19) 280 24 (347)

15 (357) 10.8 {167,168} 2 ｢436｣

3 {169} その他生活排水

 ※ 4 ｢86｣ 　　　　外部委託

チラノ重合設備
第２原料タンクヤード 0.1 {26}

5 (308) 0.1 外部委託 №５排水口
1 ｢442｣

№３排水口 45245.9
6 ｢435｣

凡例 斜数値: 排水量(m3/日)･･通常値 ｢　｣内: 特定排水番号・・生活排水 汚水処理施設 工 業 運 河  瀬 戸 内 海
(  )内: 特定排水番号 <  >内: 非特定排水番号 工場外で処理 (宇部･小野田海域)
{  }内: 特定排水番号･･特定施設

{275}
(297)(319) (112)

ｐｈ第三工場 {298-301} ｢113｣

{154}

{153} <110>

S3

ｐｈ第四工場

Ｓ４

ｐｈ第五工場

第２ナイロン１２工場 ﾅｲﾛﾝ研究所

｢451｣

｢443｣

ｐｈ工場共通 M8　廃水回収中和槽

1 (119)～(138),(385) No1ナイロン樹脂包装室

第五アノン工場 ４期BPDA工場

(366)

(367) {162}

(368)

(369) ４期分離膜工場 (358)

チラノ繊維試験棟

(309) 10262.6

硫安中継タンク東

(370)

(371)

(372)

(373)

(374)

｢441｣

回収

回収

回収

中和槽

中和
槽





海域における外縁までの距離
変更前

Ｑ（流量） θ（角度） r(m)
Ｎｏ．３ 45084.9 3.14 628
Ｎｏ．５ 10251.6 1.57 358
Ｎｏ．１ 6567.2
統合排水 61903.7 1.134 1269

変更後
Ｑ（流量） θ（角度） r(m) 増減

Ｎｏ．３ 45245.9 3.14 629 1
Ｎｏ．５ 10262.6 1.57 358 0
Ｎｏ．１ 6567.2
統合排水 62075.7 1.134 1271 2
増加水量 172.0

新田式 ｌｏｇ（ｒ２θ／２）＝１．２２６ｌｏｇＱ＋０．０８６

統合仮想排水口
　工業運河出口中心

６５度


